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本報告では東南アジアで見られるアフリカからの交易人に注目し、彼らの活動

をミクロの観点から記述すると共に、交易を可能にしている背景と、交易人がコ

ミュニティを形成する可能性について探った 。具体的にはバンコクでのタンザニ

ア人交易人に焦点をあてた。  

多くのアフリカ人交易人の活動は小規模であり、従来は注目されたり、報告さ

れたりする事は少なかった。小規模交易人に注目する研究は、現地で交易人に話

を聞く事から始まる。このようなフィールドワークを基礎にした研究は、バンコ

クという大都会で、国際的に物資が動く場面では実施されてこなかった。ま た、

交易活動としても、人の移動としても、アフリカ諸国＝東南アジア関係には従来

は注意が払われていなかった。本報告は 1）国際的に移動する小規模の交易人に

注目し、2）その移動がアフリカ＝東南アジア間である、という点にオリジナリテ

ィがある。  
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以下のことを明らかにできた。詳細は刊行の報告書を参照されたい。  

 

○アフリカ人交易人の様態  

アフリカからの入国者は、タイへの全入国者（ 1,170 万人／年）の 0.7 パーセ

ントしか占めていない。しかし、アフリカ人交易人が集中するマーケット、商店

などは明確に指摘でき、空間的な集中が見られる。  

アフリカ人交易人の活動を個別の事例から点検した。彼らの多くは衣料品を取

り扱い、 1 週間程度のタイ滞在で数千ドルから数万ドルの衣料品を購入し、年間

に 4～ 5 回の交易行をこなしている。交易人の中には宝石を扱う者、中古の電化

製品を扱う者、などもいるが、彼らの数は少なく、その行 動パターンも衣料品関

係の交易人とは異なっている。  

本研究で対象にしている交易人は、自己資金で活動し、従事者も本人と家族あ

るいは近しい親族程度のものを指している。自己資金で 1 回に数万ドルを超える

規模の買い付けをする交易人は見られない。また、アフリカから東南アジアに航

空機で旅をして、製品を輸送して利益を得るためには、 1 回について数千ドル以

上の規模が必要であることも確認できた。  

具体的な事例に則して調査をすすめたので、交易人が実際に利益を出すための

種々の条件が明らかになった。買い付けの規模、航空運賃、海上輸送の代 金、関

税、タイ＝アフリカ諸国の価格差などである。これらの数値について、定量的な

調査をおこなうことは、本研究の目的ではない。しかし、交易の実体を示すため

に、実際の料金を挙げての点検は必須であり、報告書でもそれらを示して実情を

示すべく努めた。  

とくにタイ＝アフリカでの 3 倍程度の価格差は交易を成立させる重要な条件で

ある。従来の報告者の調査 [栗田  2004]や三島 [2002]の報告などから、この程度の

価格差は特別に大きなものではなく、一般に観察できることも確認した。  

 

○交易人の位置  

タイからタンザニアへの衣料品の輸出は 650 万ドル／年である。これは年間に

数十万ドル（ 1 回に 4 万ドル程度の買い付けをする交易人が年に 4～ 5 回訪問する）

の交易人が数十人、あるいは年に数万ドル（ 1 回に数千ドル×年間数回訪問の交

易 人 ） が 数 百 人 で 担 う こ と が で き る 量 で あ る 。 タ ン ザ ニ ア か ら の 全 入 国 者 数 は

2,194 人／年であり、いわゆる小規模交易人が、タイ→タンザニアの衣料品輸出

のほとんどを取り扱っていることが分かった 。  

 

○原資の獲得  

アフリカと東南アジアを結ぶ、いわば国際的な交易に従事するためには、ある

程度の原資が必要である。数千ドルの原資を得ることは、アフリカ内、あるいは

タンザニア内で交易などに従事して可能であるか、を従来の報告者の調査 [栗田  

2004]を引用しながら点検した。いくつかの実例について点検し、原資の獲得は国

内、あるいは国境をはさんだ近距離の交易を続ければ、可能であることが分かっ

た。  
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○コミュニティの形成  

交易人のコミュニティを考察する場合、ⅰ）交易人が短期間しか買い出し先に滞

在しないこと、ⅱ）長期間滞在する商店主になるアフリカ人は少ない事、ⅲ）移動

した人びとの連絡を保証する通信手段はあること、ⅳ）空間的にも頻繁に移動をし

ていること、は前提となる特徴である。このような特徴をもつ交易人がコミュニテ

ィを形成していくかどうかを点検した。  

  交易人として短期間タイを訪れる人びとの拠り所となっている 、アフリカ人が中

心になる卸・小売りの商店がある。マリ、ナイジェリア、カメルーン出身者のもの

で、これらの商店を中心にアフリカ人交易人のコミュニティが形成される可能性が

ある。しかし、これらの店は、報告者の推定では数十軒と僅少である。さらにアフ

リカ人中心の店舗は中国に中心が移っているとも情報も得ている。  

  一方で交易人がアフリカでの販売店や顧客と築いて いる紐帯は強く、タイとの通

信手段も現在では十分に確保されている。タイやその他の東南アジア諸国を移動 す

る交易人と、アフリカ各地を結ぶ、いわば空間に限定されないコミュ ニティも想定

の可能性がある。  

  交易人のコミュニティ形成については、タイのバンコクにある店を中心にしたコ

ミュニティ、中国でのコミュニティ、移動する交易人を中心にした空間に限定され

ないコミュニティを広く視野に入れてさらに検討する必要がある。  
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